
●
は
じ
め
に

　

コ
ス
タ
リ
カ
で
は
こ
の
二
〇
年
間
、

経
済
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
貧
困
率
が

二
〇
％
水
準
か
ら
低
下
せ
ず
、
所
得
格

差
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
国
家
開
発
計

画
（
二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
〇
）
で
は
、

社
会
正
義
と
民
主
体
制
の
強
化
を
重
点

目
標
の
一
つ
に
据
え
、
教
育
・
保
健
・

住
居
な
ど
の
分
野
で
の
社
会
開
発
が
遅

れ
、
貧
困
率
が
高
い
水
準
に
留
ま
る
可

能
性
の
高
い
集
団
と
地
域
を
公
共
政
策

の
優
先
的
対
象
に
定
め
た
。
こ
の
方
針

は
現
政
権
の
開
発
計
画
（
二
〇
一
一
〜

二
〇
一
四
）
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
だ
が
、
財
政
赤
字
が
限
界
状
態
に

あ
る
政
府
に
は
手
厚
い
社
会
扶
助
や
補

助
事
業
を
行
う
余
裕
は
な
く
、
効
果
的

な
地
域
開
発
政
策
を
求
め
て
試
行
錯
誤

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る

貧
困
と
格
差
の
実
態
を
把
握
し
た
う
え

で
、
開
発
計
画
で
優
先
地
域
に
指
定
さ

れ
た
五
地
域
に
お
け
る
テ
リ
ト
リ
ア
ル

農
村
開
発
戦
略
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

●
貧
困
と
格
差
の
最
新
動
向

　

国
家
統
計
セ
ン
サ
ス
局
（
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｃ
）
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
貧
困
率
と

最
貧
困
率
は
と
も
に
一
九
九
〇
年
代
前

半
に
大
幅
に
改
善
し
た
も
の
の
、
一
九

九
四
年
以
降
は
貧
困
率
で
二
〇
％
前

後
、
最
貧
困
率
で
五
％
前
後
の
水
準
に

留
ま
っ
て
い
る
（
図
1
）。
最
貧
困
と

は
所
得
の
す
べ
て
を
食
糧
購
入
に
充
て

た
と
し
て
も
、
最
低
限
必
要
な
栄
養
を

確
保
で
き
な
い
所
得
水
準
を
意
味
す

る
。
貧
困
線
は
、
都
市
部
で
最
貧
困
線

の
二
・
一
三
倍
、
農
村
部
で
は
一
・
九

六
倍
の
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
表

1
）。
最
新
二
〇
一
二
年
六
月
の
貧
困

率
は
二
〇
・
六
％
、
最
貧
困
率
は
六
・

三
％
で
あ
る
。
貧
困
層
の
五
五
％
が
都

市
部
、
四
五
％
が
農
村
部
に
居
住
し
て

い
る
。

　

貧
困
率
の
改
善
は
、
経
済
の
成
長
効

果
と
成
果
の
分
配
効
果
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
る
が
、
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
貧
困
層

に
経
済
成
長
の
成
果
が
分
配
さ
れ
に
く

い
た
め
に
貧
困
率
が
な
か
な
か
下
が
ら

な
い
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

に
か
け
て
貧
困
率
が
一
・
四
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
が
、
経
済
成
長
に
よ
り
二
・

二
ポ
イ
ン
ト
の
貧
困
削
減
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
た
の
に
対
し
、
分
配
効
果
で
は

逆
に
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
貧
困
率
を
悪
化

さ
せ
た
。
中
南
米
諸
国
の
な
か
で
二
〇

〇
二
年
の
時
点
で
コ
ス
タ
リ
カ
と
同
水

準
の
貧
困
率
に
あ
っ
た
チ
リ
は
、
同
時

期
に
成
長
効
果
と
し
て
六
・
一
ポ
イ
ン

ト
、
分
配
効
果
と
し
て
二
・
七
ポ
イ
ン

ト
、
併
せ
て
八
・
七
ポ
イ
ン
ト
も
の
貧

困
率
の
削
減
に
成
功
し
て
い
る
。（
参

考
文
献
③
）。

　

所
得
格
差
を
示
す
ジ
ニ
係
数
も
悪
化

傾
向
に
あ
り
二
〇
一
二
年
に
は
〇
・
五

一
八
を
記
録
し
た
。
こ
の
数
値
は
ニ
カ

ラ
グ
ア
や
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
を
上
回

り
、
メ
キ
シ
コ
と
同
水
準
で
あ
る
。
一

般
に
比
較
的
平
等
な
国
の
ジ
ニ
係
数
は

〇
・
二
〇
か
ら
〇
・
三
五
程
度
と
さ

れ
、
ジ
ニ
係
数
が
〇
・
五
を
超
え
る
と

不
平
等
度
の
高
い
国
と
み
な
さ
れ
る
。

●
貧
困
世
帯
の
属
性

　

コ
ス
タ
リ
カ
で
は
人
々
の
厚
生
水
準

が
都
市
部
と
農
村
部
、
首
都
周
辺
と
国

境
地
帯
な
ど
居
住
地
に
よ
っ
て
相
当
異

な
る
。
国
内
の
地
域
格
差
（
自
治
体
間

の
労
働
所
得
格
差
）
に
関
す
る
近
年
の

35

30

25

20

15

10

5

0

貧困率

最貧困率

1987
1989
1991
1993
1995
1997
1999
2001
2003
2005
2007
2009

（出所）INEC（2009）より筆者作成。

図 1　貧困率と絶対的貧困率の動向表 1　最貧困線と貧困線
全　国
　最貧困線
　貧困線

42,796
92,459

都市部
　最貧困線
　貧困線

45,832
101,546

農村部
　最貧困線
　貧困線

37,920
77,864

（出所）�INEC HP よ り 筆 者 作 成
（2013 年 8月 17 日参照）。

（注）�表の数値は 2013 年 7 月の
コロン価格で月額。1米ド
ルは約 500 コロン。
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研
究
に
よ
れ
ば
、
格
差
を
構
成
す
る
と

想
定
さ
れ
る
諸
要
因
の
う
ち
、
半
分
程

度
は
人
的
資
本
で
説
明
可
能
で
あ
る
。

技
術
が
外
生
変
数
で
あ
り
、
国
家
間
の

移
動
に
く
ら
べ
て
国
内
で
は
物
的
資
本

の
移
動
が
相
対
的
に
自
由
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
格
差
を
も
た
ら
す
残
り
の

半
分
の
要
因
は
、
各
地
域
の
制
度
要
因

に
帰
せ
ら
れ
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

人
的
資
本
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
タ
リ

カ
に
お
け
る
貧
困
世
帯
の
属
性
に
関
す

る
調
査
に
よ
れ
ば
、「
世
帯
あ
た
り
の

就
業
者
数
」、「
依
存
人
口
比
率
」、「
就

学
年
数
」
に
お
い
て
貧
困
層
と
非
貧
困

層
の
間
に
明
確
な
差
異
が
あ
る
（
表

2
）。
職
業
と
貧
困
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
農
業
・
畜
産
・
水
産
部
門
で
働
く

人
々
の
平
均
所
得
は
全
部
門
の
平
均
所

得
の
六
割
に
す
ぎ
ず
、
同
部
門
の
生
産

性
と
所
得
の
向
上
が
貧
困
削
減
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
部
門
別
の
就
業
人
口

の
な
か
で
同
部
門
は
全
体
の
一
五
％
を

占
め
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。
ま

た
、
長
期
間
貧
困
状
態
に
と
ど
ま
り
続

け
る
「
構
造
的
貧
困
層
」
と
し
て
、
一

九
八
〇
年
代
の
構
造
調
整
政
策
が
も
た

ら
し
た
社
会
経
済
的
な
コ
ス
ト
に
よ
っ

て
中
高
等
教
育
の
就
学
機
会
を
中
途
で

奪
わ
れ
た
「
失
わ
れ
た
世
代
」
の
存
在

が
「
女
性
世
帯
主
の
家
計
」
と
共
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●
地
域
的
多
様
性
と
制
度

　

コ
ス
タ
リ
カ
に
お
け
る
各
地
域
の
制

度
の
違
い
は
、
地
方
政
治
、
社
会
・
文

化
、
農
業
生
態
系
な
ど
多
様
な
要
因
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
き
た
。
大
西
洋

と
太
平
洋
に
挟
ま
れ
た
地
峡
部
に
標
高

二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
活
火
山
が
連
な

り
、
二
〇
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
交
通

網
の
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
き
く
分
け
て
北
部
と
中
央
高

原
、
南
部
に
お
い
て
地
域
特
有
の
制
度

が
築
か
れ
て
き
た
。

　

北
部
グ
ア
ナ
カ
ス
テ
地
方
は
雨
季
と

乾
季
に
明
瞭
に
分
か
れ
る
熱
帯
気
候
で

あ
り
、
水
分
蒸
発
が
著
し
く
、
土
壌
の

肥
沃
度
は
劣
る
。
農
業
開
発
に
は
施
肥

や
灌
漑
設
備
な
ど
の
資
本
投
入
が
必
要

だ
が
、
こ
の
地
域
に
入
植
し
た
の
は
資

本
不
足
の
た
め
に
粗
放
的
な
放
牧
を
行

う
大
農
園
と
基
礎
穀
物
栽
培
に
従
事
す

る
零
細
農
家
で
あ
っ
た
。
無
制
約
的
な

放
牧
地
の
拡
大
が
森
林
消
失
と
微
気
候

変
動
（
旱
魃
）
の
危
機
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
か
ら
、
近
年
、
国
家
に
よ
る
放

牧
地
の
購
入
と
国
立
公
園
や
保
護
区
へ

の
転
換
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

中
央
高
原
で
は
、
一
九
世
紀
半
ば
か

ら
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
が
発
達
す
る
が
、
そ

の
栽
培
・
輸
出
に
は
資
本
が
必
要
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
中
心
は
植

民
地
時
代
か
ら
続
く
名
家
エ
リ
ー
ト
集

団
で
あ
っ
た
。
交
通
網
と
輸
送
手
段
が

未
発
達
の
時
代
や
地
域
に
あ
っ
て
も

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
品
質
を
保
っ
た
ま
ま
欧

米
へ
の
輸
出
が
可
能
な
商
品
特
性
を
備

え
て
お
り
、
中
央
高
原
は
標
高
一
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
良
質
コ
ー
ヒ
ー

の
栽
培
適
地
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、

協
同
組
合
に
よ
る
高
品
質
コ
ー
ヒ
ー
の

生
産
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
通
し
た
輸

出
も
拡
大
し
て
お
り
、
国
内
品
評
会
に

優
勝
す
る
よ
う
な
最
高
品
質
の
コ
ー

ヒ
ー
の
多
く
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い

る
。

　

湿
潤
熱
帯
気
候
の
南
部
低
地
で
は
近

代
化
が
大
き
く
遅
れ
た
。
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
西
洋

沿
岸
地
帯
で
米
系
資
本
に
よ
る
バ
ナ

ナ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
拡

大
し
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
世
界
最
大

の
バ
ナ
ナ
輸
出
国
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
病
虫
害
や
組
織
労
働
者
の
長
期
ス

ト
ラ
イ
キ
、
政
府
に
よ
る
環
境
規
制

（
農
薬
問
題
）
の
影
響
で
バ
ナ
ナ
産
業

は
国
際
競
争
力
を
失
い
、
チ
キ
ー
タ
や

デ
ル
モ
ン
テ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
知
ら
れ
る

多
国
籍
企
業
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に

コ
ス
タ
リ
カ
で
の
バ
ナ
ナ
生
産
か
ら
撤

退
な
い
し
大
幅
な
縮
小
を
迫
ら
れ
た
。

バ
ナ
ナ
に
代
わ
り
、
い
ま
で
は
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
延
々
と
続
き
、
二
〇
一

二
年
に
は
世
界
最
大
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

輸
出
国
に
な
っ
た
。
そ
の
主
役
は
デ
ル

モ
ン
テ
系
列
の
企
業
で
あ
る
。

　

地
方
制
度
に
関
す
る
近
年
の
研
究
で

は
、
各
地
方
の
経
済
的
な
パ
ワ
ー
が
政

治
的
な
パ
ワ
ー
に
転
換
さ
れ
る
な
か
で

地
方
特
有
の
制
度
、
す
な
わ
ち
集
合
的

な
意
思
決
定
の
ル
ー
ル
が
歴
史
的
に
形

成
さ
れ
、「
地
元
レ
ベ
ル
で
の
意
思
決

定
の
あ
り
方
」
と
「
中
央
政
府
と
の
交

渉
力
」
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
解
明

表 2　貧困世帯の属性（2012 年）

非貧困層
貧困層

貧困層平均
最貧困層を
除く貧困層

最貧困層

世帯構成数（人） 3.3　 3.92 3.92 3.92

世帯あたりの労働力（人） 1.71 1.2　 1.23 1.12

世帯あたりの就業者数（人） 1.62 0.94 1.04 0.72

女性世帯比率（％） 33.51 38.89 37.8 41.36

依存人口比率（％） 0.38 0.7　 0.69 0.73

主たる仕事での週労働時間数（時間） 44.59 37.39 39.69 29.92

15 歳以上の就学年数（年） 9.14 6.28 6.39 6.02

完全失業率（％） 5.26 21.64 15.88 35.94

（出所）INEC HP より筆者作成。
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さ
れ
つ
つ
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
一

九
世
紀
後
半
に
コ
ス
タ
リ
カ
を
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
へ
統
合
し
た
の
は
、
中
央
高

原
の
エ
リ
ー
ト
層
が
率
い
る
コ
ー
ヒ
ー

産
業
で
あ
っ
た
。
近
代
化
の
初
期
に

コ
ー
ヒ
ー
輸
出
を
通
し
て
経
済
力
を
蓄

え
る
こ
と
に
成
功
し
た
彼
ら
は
、
そ
の

財
力
を
用
い
て
政
治
的
影
響
力
を
確
保

し
、
自
ら
の
経
済
活
動
と
活
動
地
域
を

優
遇
す
る
制
度
を
作
り
あ
げ
、
公
共
投

資
を
中
央
高
原
に
集
中
さ
せ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
部
の
「
カ
ウ
ボ
ー

イ
文
化
」
の
よ
う
な
放
牧
地
で
は
牛
泥

棒
の
取
り
締
ま
り
な
ど
所
有
権
の
保
証

が
難
し
く
、
暴
力
的
な
文
化
と
非
協
力

的
な
制
度
が
発
達
し
や
す
い
こ
と
が
世

界
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑤
）。
他
方
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
地

帯
で
は
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
有
す
る

多
国
籍
企
業
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
依
存
せ

ざ
る
を
え
な
い
「
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
文

化
」（
単
一
商
品
作
物
へ
の
依
存
体
質
）

が
い
っ
た
ん
根
を
張
る
と
、
こ
れ
を
抜

き
去
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

●
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発

　

テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
の
地
域
開
発
モ
デ

ル
「
農
村
経
済
発
展
の
た
め
の
活
動
の

連
携
」（L

iaiso
n
 E

n
tre A

ctio
n
s 

d
e

 
D
´e

v
e

lo
p

p
e

m
e

n
t 

d
e 

l ’E
conom

ie R
urale: 

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
）

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
中
南
米
諸

国
に
は
ス
ペ
イ
ン
国
際
開
発
協
力
庁
の

地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
導
入

さ
れ
て
い
る
。
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
、
二

〇
〇
四
年
に
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
導
入

さ
れ
、「
テ
リ
ト
リ
ー
」
を
単
位
と
す

る
地
域
開
発
が
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
一

二
年
に
は
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発
戦

略
に
関
わ
る
基
本
法
（L

ey 9
0
3
6

）

が
制
定
さ
れ
、
農
牧
省
の
管
轄
指
導
の

も
と
で
最
終
的
に
は
コ
ス
タ
リ
カ
全
土

を
二
六
の
テ
リ
ト
リ
ー
に
編
成
す
る
こ

と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
コ

ス
タ
リ
カ
の
基
礎
自
治
体
で
あ
る
八
一

郡
の
な
か
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
社
会
開

発
指
数
を
も
と
に
最
貧
九
郡
が
選
出
さ

れ
、
北
部
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
境
地
帯
、
中

部
太
平
洋
沿
岸
地
帯
、
南
部
パ
ナ
マ
国

境
地
帯
に
位
置
す
る
五
テ
リ
ト
リ
ー
が

誕
生
し
て
い
る
。

　

基
本
法
に
よ
れ
ば
、
テ
リ
ト
リ
ア
ル

農
村
開
発
戦
略
と
は
「
当
該
テ
リ
ト

リ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
ア
ク
タ
ー
が
、

競
争
力
・
公
平
性
・
厚
生
・
凝
集
性
・

社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
追
求
を

志
向
し
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
組
織

的
な
参
加
を
通
し
て
、
経
済
・
社
会
・

文
化
・
制
度
の
分
野
で
総
合
的
な
変
革

を
成
し
遂
げ
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。（
参
考
文
献
①
）

　

テ
リ
ト
リ
ー
の
画
定
か
ら
テ
リ
ト
リ

ア
ル
活
動
グ
ル
ー
プ
の
編
成
ま
で
に
は

お
お
よ
そ
一
年
か
ら
二
年
の
準
備
期
間

が
費
や
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
農
牧
省
ス

タ
ッ
フ
を
中
心
と
す
る
専
門
家
チ
ー
ム

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
担
い
、
地

域
の
開
発
診
断
の
実
施
と
地
元
リ
ー

ダ
ー
の
能
力
開
発
を
目
的
と
す
る
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
行

う
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は
、

戦
略
的
ア
ク
タ
ー
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、

投
資
案
件
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
テ
リ
ト

リ
ー
に
内
在
す
る
資
産
目
録
の
作
成
、

問
題
分
析
、
テ
リ
ト
リ
ー
の
傾
向
分
析

等
で
あ
る
。

●
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
郡
の
事
例

　

南
部
高
地
テ
リ
ト
リ
ー
を
構
成
す
る

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
郡
は
、
社
会
開
発

が
最
も
遅
れ
た
郡
の
ひ
と
つ
だ
が
、
テ

リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発
戦
略
の
制
度
革

新
が
奏
功
し
て
、
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

目
覚
ま
し
く
改
善
し
て
い
る
。

　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
郡
で
は
一
九
六

〇
年
代
末
に
デ
ル
モ
ン
テ
が
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設

し
、
地
域
住
民
は
熱
狂
と
希
望
に
湧
き

か
え
っ
た
と
伝
え
聞
く
が
、
単
純
労
働

の
創
出
と
若
干
の
商
業
活
動
の
誘
発
を

除
い
て
波
及
効
果
が
で
て
い
な
い
。
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
除
く
産
業
は
、
基
礎
穀

物
、
コ
ー
ヒ
ー
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
牧
畜

な
ど
旧
来
型
経
済
の
典
型
例
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
、
一
〇
七
組
織
が

参
加
し
て
南
部
高
地
テ
リ
ト
リ
ア
ル
活

動
グ
ル
ー
プ
が
創
設
さ
れ
、
毎
月
会
合

を
開
い
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
内
訳
は

生
産
者
団
体
、
開
発
団
体
、
女
性
団

体
、
学
校
運
営
委
員
会
、
農
村
水
道
管

理
組
織
道
路
委
員
会
、
農
業
セ
ン

タ
ー
、
協
同
組
合
な
ど
多
様
で
あ
る
。

　

テ
リ
ト
リ
ア
ル
活
動
グ
ル
ー
プ
の
幹

部
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
形
で
地
方

制
度
の
革
新
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い

う
。

①�

テ
リ
ト
リ
ア
ル
活
動
グ
ル
ー
プ
の
正

当
性
。
民
法
が
規
定
す
る
法
人
格
を

取
得
し
て
管
理
運
営
体
制
を
整
え
た

こ
と
に
加
え
、
メ
ン
バ
ー
間
の
絆
が

強
ま
り
、
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発

戦
略
の
調
整
機
関
と
し
て
グ
ル
ー
プ

が
正
当
性
を
得
た
。

②�

意
思
決
定
に
お
け
る
党
派
政
治
の
回

避
。
グ
ル
ー
プ
活
動
に
政
治
活
動
を

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
協
定
を
締
結

し
、
特
定
政
党
の
利
益
に
な
る
よ
う

な
活
動
を
行
う
者
に
は
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
引
退
を
勧
告
す
る
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
た
。

③�

あ
ら
ゆ
る
組
織
の
包
摂
。
こ
れ
ま
で

社
会
経
済
的
に
排
除
さ
れ
て
き
た
零

コスタリカの開発の新動向 ﻿
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細
生
産
者
、
女
性
や
若
者
が
集
う
社

会
組
織
の
参
加
を
重
視
し
、
完
全
に

開
か
れ
た
形
で
グ
ル
ー
プ
が
編
成
さ

れ
て
い
る
。

④�
資
金
面
で
の
自
律
性
と
地
元
で
の
意

思
決
定
。
グ
ル
ー
プ
事
務
局
の
運
営

費
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
は
ア
ン
ダ

ル
シ
ア
国
際
開
発
協
力
庁
と
南
部
開

発
評
議
会
か
ら
供
与
さ
れ
、
迅
速
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
の
配
分
を
決
定

で
き
る
。
従
来
の
国
際
協
力
で
は
、

申
請
か
ら
認
可
に
か
か
る
手
続
き
と

時
間
が
膨
大
だ
っ
た
う
え
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
料
金
が
極
め
て
高
く
、
資

金
の
大
半
が
ド
ナ
ー
側
に
還
流
す
る

仕
組
み
で
あ
っ
た
。

⑤�

農
村
生
活
へ
の
尊
厳
。
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
戦
略
的
開
発

計
画
を
皆
で
協
議
し
な
が
ら
策
定
す

る
こ
と
で
、
豊
富
な
水
資
源
と
肥
沃

な
土
壌
、
風
光
明
媚
な
観
光
資
源
、

生
物
的
多
様
性
な
ど
地
域
の
魅
力
が

再
発
見
さ
れ
、
人
材
育
成
・
活
動
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
「
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
解
き
放
つ
」
こ
と
が
達
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
テ
リ
ト
リ
ア
ル
活

動
グ
ル
ー
プ
は
地
域
社
会
の
多
様
な
組

織
が
集
い
、
政
党
政
治
の
影
響
を
受
け

ず
に
地
域
の
開
発
問
題
を
協
議
し
、
開

発
の
方
向
性
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
元

レ
ベ
ル
で
決
定
で
き
る
新
た
な
制
度
の

誕
生
を
意
味
す
る
。
住
民
リ
ー
ダ
ー
の

間
に
下
か
ら
の
草
の
根
開
発
の
可
能
性

に
関
す
る
自
覚
が
生
ま
れ
、
郡
の
な
か

で
も
都
市
部
で
は
な
く
、
農
村
部
・
周

辺
部
・
貧
困
地
域
で
活
動
す
る
組
織
が

意
思
決
定
に
直
接
参
加
し
、
要
望
を
表

明
す
る
場
を
得
た
こ
と
が
市
民
参
加
型

の
制
度
革
新
を
創
発
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
南
部
高
地
テ
リ
ト
リ
ー
の
戦
略
的

開
発
計
画
の
主
目
的
は
「
生
活
の
質
の

改
善
」
に
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
に
生
産
や
文
化
等
、
六
つ
の
委

員
会
が
テ
リ
ト
リ
ア
ル
活
動
グ
ル
ー
プ

に
設
置
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
九
月
の

時
点
で
、
計
画
分
を
含
め
て
総
計
四
一

件
、
二
四
七
万
ド
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
承
認
さ
れ
て
お
り
、
受
益
者
は
テ
リ

ト
リ
ー
の
総
人
口
の
四
分
の
一
、
二
万

二
五
七
二
人
に
及
ぶ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

例
と
し
て
は
、
コ
ー
ヒ
ー
加
工
施
設
、

基
礎
穀
物
生
産
組
織
へ
の
サ
イ
ロ
建
設

と
資
機
材
の
提
供
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
先
住
民
共
同
体
に
お
け

る
水
道
敷
設
と
観
光
施
設
や
保
健
所
の

建
設
、
女
性
団
体
用
の
縫
製
加
工
機
材

の
供
与
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

　

他
方
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
少
な
く

な
い
。
農
牧
省
の
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村

開
発
戦
略
担
当
部
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

自
己
評
価
も
手
厳
し
い
。
彼
ら
に
よ
れ

ば
、
と
く
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
は
、

以
下
の
二
点
で
あ
る
。

①�

テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発
戦
略
に
関

わ
る
公
的
制
度
と
政
策
の
裏
付
け
、

予
算
、
手
法
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
能
力
す
べ
て
が
不
足
し
て
い
る
。

②�

テ
リ
ト
リ
ー
の
編
成
、
戦
略
的
計

画
、
テ
リ
ト
リ
ア
ル
活
動
グ
ル
ー
プ

の
編
成
と
運
営
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
執

行
の
す
べ
て
に
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
テ
リ
ト
リ
ア
ル
農
村
開
発
戦

略
と
い
う
制
度
革
新
を
通
し
て
、
こ
の

戦
略
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に
く

ら
べ
、
郡
単
位
の
人
間
開
発
や
競
争

力
、
行
政
能
力
な
ど
が
有
意
に
改
善
さ

れ
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。

（
こ
ざ
き　

と
も
み
／
専
修
大
学
経
済
学

部
教
授
）

《
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